
うどん県に大地震！！
災害時の情報伝達を

ゲーム形式で勉強しませんか？

対象：香川県臨床工学技士会 会員のみ（50名）
形式：ZOOMミーティング（無料）

参加を希望される方は下記URLかQRコードの事前登録フォームに入力をお願いします。
2月初旬に登録されたメールアドレスにミーティング情報を送付いたします

https://forms.gle/7f4VpRhf8hqhjNmX8

企画 香川県臨床工学技士会 災害委員会

問い合わせ先

小豆島中央病院 臨床工学科 泉 直也 n-izumi@scha.jp

災害勉強会 情報伝達RPG

日時：20
25年2月27

日(木)

18：30～
19：30

事前登
録締め

切り 2025年1月3
1日(金)

https://forms.gle/7f4VpRhf8hqhjNmX8
file:///E:/%E7%81%BD%E5%AE%B3%E5%A7%94%E5%93%A1%E4%BC%9A/n-izumi@scha.jp


事前配布資料

形式：ZOOMミーティング

参加を希望される方は下記URLかQRコードの事前登録フォームに入力をお願いします。
2月初旬に登録されたメールアドレスにミーティング情報を送付いたします

https://forms.gle/7f4VpRhf8hqhjNmX8

企画 香川県臨床工学技士会 災害委員会

問い合わせ先
小豆島中央病院 臨床工学科 泉 直也 n-izumi@scha.jp



⽬次
ü 勉強会の⽬的

ü ⽅法

ü 想定
ü 各グループについて

ü 各施設の状況【地震発⽣前】
ü ミッション

ü 想定・ミッションの根拠

形式：ZOOMミーティング

参加を希望される方は下記URLかQRコードの事前登録フォームに入力をお願いします。
2月初旬に登録されたメールアドレスにミーティング情報を送付いたします

https://forms.gle/7f4VpRhf8hqhjNmX8

企画 香川県臨床工学技士会 災害委員会

問い合わせ先
小豆島中央病院 臨床工学科 泉 直也 n-izumi@scha.jp



勉強会の⽬的
災害時における各医療機関の役割を再確認する。

⽀援組織（⾏政・DMAT・JHAT）の役割を知る。



⽅法
• Zoomを使⽤した机上訓練
• 参加者には事前に役割を付与
• 役割ごとにグループを作る
• 進⾏役から出されるミッションを各グループ
で対応する



想定
ここは⽇本にある「うどん県」。
うどん県では、来るべき⼤地震に対して各医療施設や
関連団体、⾏政が災害対策を検討しています。
そんな中、うどん県内を震源とした、⼤きな地震が起
こってしまいました。
それぞれの医療機関では、なんとか1⽇⽬を乗り越え
ることができました。
県庁には「うどん県災害対策本部」が設置され、隣県
からDMATやJHATの応援も来るみたいです・・・
発災から2⽇⽬の想定で訓練開始



災害拠点病院︓うどん県総合病院

透析基幹病院︓ホトトギス記念病院

透析病院︓オリーブ透析病院

透析クリニック︓くうかいクリニック

透析クリニック︓こんぴらクリニック

⼀般病院︓あずき病院

⼀般病院︓げんない病院

参加者の⽅には、下記のグループに分かれていただきます。
事前登録（令和７年１⽉３１⽇締め切り）の情報を基に訓練運営側で振り分けを⾏います。
決定したグループについては、2⽉上旬に事前登録されたメールアドレス宛にお知らせいたします。
参加者が多数になった場合には、グループなし（観覧）となる場合があります。

⽀援DMAT・JHAT先遣隊

透析患者

各グループについて



各施設の状況 【地震発⽣前】

災害拠点病院︓うどん県総合病院

医療圏域、唯⼀の三次救急指定医療機関として、⽇々頑張っています。
災害発⽣時の⼼配事は「⽔」です。
※「受⽔槽」の容量が平時の⽔道使⽤量から⽐べると少ない。

災害発⽣時には多くの傷病者の受診が予想されます。

うどん県透析医会の「災害対応マニュアル」では、災害時における災害
拠点病院の維持透析患者は透析基幹病院（ホトトギス記念病院）に受け
⼊れを依頼する場合があることが明記されています。



各施設の状況

透析基幹病院︓ホトトギス記念病院

各施設の状況 【地震発⽣前】

透析基幹病院であり、医療圏内最⼤の透析ベッド数を持つ施設です。

災害時の通信⼿段として、⼈⼯衛星通信を使⽤した通信機器を持ってい
ます。

透析の資機材について、多くの在庫を持っています。

うどん県透析医会の「災害対応マニュアル」では、災害時における災害
拠点病院の維持透析患者は透析基幹病院（ホトトギス記念病院）に受け
⼊れを依頼する場合があることが明記されています。



各施設の状況

透析病院︓オリーブ透析病院

各施設の状況 【地震発⽣前】

地域密着型の⼊院施設をもつ透析病院です。
平時から、うどん県総合病院からの維持透析患者を多く受け⼊れていま
す。

災害に対して熱⼼な管理者のもと、院内の災害・減災対策を講じてきま
した。透析の資機材については⼗分な在庫を持っています。

しかしながら、慢性的な⼈⼿不⾜を⽇々感じながら業務を⾏っています。

うどん県透析医会の「災害対応マニュアル」では、災害時における災害
拠点病院の維持透析患者は透析基幹病院（ホトトギス記念病院）に受け
⼊れを依頼する場合があることが明記されています。



各施設の状況

透析クリニック︓くうかいクリニック

各施設の状況 【地震発⽣前】

⼊院施設を持たない透析クリニックです。

透析⽤の資機材倉庫や⽔・電気等の設備が地下にあります。

施設はため池の隣に位置しています。

「うどん県ため池ハザードマップ」では、ため池が決壊すると浸⽔する
恐れがあるとなっています。



各施設の状況

透析クリニック︓こんぴらクリニック

各施設の状況 【地震発⽣前】

⼊院施設を持たない透析クリニックです。

透析⽤の資機材の備蓄は⼗分に備えてあります。

職員は施設の近隣に住んでいます。
平時から携帯電話の電波がつながりにくいエリアのようです。



各施設の状況

⼀般病院︓あずき病院

各施設の状況 【地震発⽣前】

地域の１次救急病院です。透析設備はありません。

災害拠点病院（うどん県総合病院）から離れた場所にあります。

職員数は少なく、⽇々⼈⼿不⾜に悩まされています。

医療資機材や⾷料の備蓄は備えてあります。

災害時の不安は「通信」です。⾏政や他の施設との情報伝達をどのよう
に⾏うかが院内の課題となっています。



各施設の状況

⼀般病院︓げんない病院

各施設の状況 【地震発⽣前】

地域の１次救急病院です。透析設備はありません。

⼈⼯呼吸器を使⽤している患者が多く⼊院されています。

医療資機材や⾷料の備蓄は備えてあります。

災害時の不安は「電気」です。古くなってきた電源設備の更新を来年に
⾏う予定です。



ミッション
• 被災情報整理・情報共有（Googleフォーム仮想）

→EMIS⼊⼒
→⽇本透析医会災害情報ネットワーク⼊⼒

• 現状の問題共有（ライフライン・⼈員不⾜）
• 傷病者対応
• DMAT・JHATの⽀援（通信確保）



想定・ミッションの根拠
下記の資料を基に、シナリオを作成しました。

• ⾹川県地域防災計画（⻑尾断層直下型地震）
• ⾹川県災害時協定（ライフライン⽀援）
• ⾹川県透析医会情報伝達マニュアル
• ⽇本透析医会災害時情報ネットワーク
• ⼩⾖地区地域防災計画（患者搬送）



多くの⽅の
事前登録をお待ちしております︕︕

形式：ZOOMミーティング

参加を希望される方は下記URLかQRコードの事前登録フォームに入力をお願いします。
2月初旬に登録されたメールアドレスにミーティング情報を送付いたします

https://forms.gle/7f4VpRhf8hqhjNmX8

企画 香川県臨床工学技士会 災害委員会

問い合わせ先
小豆島中央病院 臨床工学科 泉 直也 n-izumi@scha.jp


